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得意分野を持った企業が大同団結
ほんの数年の間に、インターネットへの

アクセス環境は大幅に改善された。その推

進力になったのは、コマーシャルベースで

インターネットとの接続を提供するネット

ワークサービスプロバイダーの存在だ。当

初は企業ユーザーをターゲットにしたとこ

ろがほとんどだったが、最近ではパーソナ

ルユーザーをターゲットにしたところも現れ

て、加入者獲得にしのぎを削っている。大

手商用ネットからも、インターネットの一部

サービスが利用できるようにもなってきた。

そんな最中の1994年12月、また新しい

ネットワークサービスプロバイダーが産声を

あげた。UBA(Unix Business Assosiation)

のメンバーと、賛同する企業が中心となっ

て設立された東京インターネット株式会社

がそれである。少しばかり後発の感は否め

ないが、同社ならではの営業コンセプトで、

先行するネットワークサービスプロバイダ

ーに挑んでいく。その営業コンセプトは実

に明確。利用料金をできるだけ低廉な価格

に抑えつつ、高度な信頼性で高い顧客満足

度を得ようというのである。その料金は先

行するネットワークサービスプロバイダーと比

較して、おおよそ50％を目標に検討中とのこ

と。流行の言葉でいえば、価格破壊といっ

たところだろう。景気の低迷が長いこと続

き、経費削減が叫ばれる昨今、企業のネッ

トワーク担当者にとって、この料金体系に

はかなり期待したくなるのではなかろうか。

さて、こうした積極的な営業コンセプト

がとれる秘密はどこにあるのだろうか？単

に経営のスリム化とか、効率的な設備投資

だけでは実現できないはずである。この点

について、生活構造研究所などで手腕を発

揮し、日本インターネット協会の事務局長

も歴任する社長の高橋 徹氏に伺ってみた。

すると「専門分野を持つ企業が出資者に

なっていることが大きい」とのこと。それ

ぞれの企業がコンピュータやネットワーク

に対して、専門的なノウハウやテクノロジ

ーを持ち寄って設立したのが、東京インタ

ーネットというわけである。いってみれば

「専門家集団」によるネットワークサービス

プロバイダーなのだ。

あらためて出資者を見ると(株)アステッ

ク、(株)数理技研、(株)ソフトウェアジャ

パン、(株)ディアイディ、日本電算機(株)

といったエキスパートが名を連ねている。一

見、無関係に思える筆頭株主のセコム(株)

にしても、同社の子会社であり先ごろコス

モエイティと合併したセコム情報システム

(株)が、セキュリティーのためのネットワー

クを構築している。このネットワークは

「SP21」と呼ばれ、38万もの顧客に対し

て、高度なセキュリティーサービスやグル

ープ情報ネットワークを提供している。今

後は、SNAで接続されているこのネットワ

低価格の商用ネットワーク
サービスプロバイダーが続々登場

news.
providerNewsgroup: news. internet.

企業をターゲットにした低価格戦略の本格的ネットワークサービス
プロバイダー、東京インターネット株式会社

このところネットワークサービスプロバイダーが相次いで設立されている。前号のニュースコーナーでは、主にパーソナル
ユーザーをターゲットにしたプロバイダーをいくつか紹介した。今回も引き続き商用プロバイダーの動向を報告する。
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ーク自体をIP接続にしていく予定もあると

いうから強力な追い風になるだろう。もち

ろん38万という膨大な顧客も、東京インタ

ーネットにとって潜在的な見込み客だ。

一方で、サービス開始後にダイヤルアッ

プ接続で問題になるBUSYの頻発について

も、できるだけ余裕を持った回線設備を利

用することで対応していくという。予定で

は首都圏にアクセスポイントとあわせて、

サブセンターをトータルで5カ所程度設置

する予定である。さらに販売促進のために、

他のネットワークサービスプロバイダーには

見られなかった代理店制度を持ち込んでい

る点は何ともユニーク。東京インターネッ

ト自体は、営業対象を企業や団体などとし

ているが、ユーザー自体がさらに代理店と

なって、ネットワークサービスを提供する

ことができるという仕組みである。企業な

どが契約した回線を、さらに小口にしてパ

ーソナルユーザーに販売することも可能と

いうこと。こうしてネットワークを拡大する

ことで、低価格でありながら高い信頼性を

持ったサービスを維持できるというわけだ。

もちろん、このほかにも海外ネットと独

自に接続するとか、国内のネットワークと

してWIDEと接続するなど、細かな点も見

逃せない。なお、海外の商用ネットへの接

続にあたって、東京インターネットでは郵

政省に特別第二種通信事業者の免許を申

請中であり、認可されれば海外のプロバイ

ダーとも独自の専用線で接続するというこ

とだ（現状で特別二種のプロバイダーはIIJ

とAT&T Spin）。

プロバイダーの枠を超える
東京インターネット
とにかく低廉で信頼性の高さを追求する

東京インターネットだが、サービス開始は

95年4月1日を予定している。第一線での

営業活動は既にスタートしているが、ユー

ザー側の接続工事などもあって実際サービ

ス開始は4月になるという。

肝心のサービス品目は、アナログとデジ

タルの専用線IP接続と、ISDNとアナログ

回線のダイヤルアップ接続のふたつを用意

した。UUCP接続サービスがないなど、他

社に比べサービス品目は少ないが、実利を

とればこの2つのどちらかで実用上は十分

との判断だ。また、パソコン通信形式など

といったパーソナルユーザーに向けたサービ

ス品目も一切用意していない。これは同社

が企業や団体をユーザーのターゲットにし

ているため。そのサービス品目のなかで、

ダイヤルアップ接続は、トラフィックが少

ない企業にとって、初期負担も少なく経済

的にインターネットが利用できる。東京イ

ンターネットの場合、利用料金を完全固定

制としているため、頻繁に利用しても増加

するのはNTTへ支払う接続料金のみであ

る。また、接続モデムを最近話題の

V.FAST対応として、通信速度をこれまで

以上に高めている点も見逃せないところだ

ろう。WWWサーバーなどを利用したとき

などに大きな威力を発揮しそうである。

高橋氏によれば、積極的な営業方針と

りつつ、顧客のネットワークステムのコン

サルティングなども行って、首都圏でトッ

プのマーケットシェアを目指していくとい

うことだ。寄り合い所帯とはやや失礼ない

い方だが、企業のネットワークをコンサル

ティングやWWWサーバーの開設、ファイ

アウォールの構築といったサポートができ

るのも、専門家集団ならではである。水平

線の彼方に見え隠れしはじめたLANなども

同社にとってはお手の物といえよう。そう

した分野で同社の強みが100％発揮できれ、

先行他社に対して互角の戦いを挑むことが

できそうだ。

さらに未来を見据えた戦略も検討されて

いる。そのひとつが近い将来、アジアの

国々の間を相互接続するというもの。高橋

氏の説明によると、既に中国ではセコム・

チャイナを通して、接続に向けての準備が

始まったということである。まさに専門家

集団の東京インターネットを高橋社長が、

どう舵取りしていくのか、ますます注目し

ていきたい。

●問い合わせ先:東京インターネット（株）

TEL：03-5434-6651～3

providerNewsgroup: news. internet.

サービス品目: アナログ専用線接続

デジタル専用線接続

ダイアルアップ（ISDN）

ダイアルアップ（アナログ）

アクセスポイント: 東京ほか2ヶ所を予定

提携海外商用ネット: 有り

料金: 従来の同等のプロバイダーの半額

くらいをめどに検討中

サービス開始: 1995年4月1日を予定

東京インターネット株式会社の高橋 徹氏
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パソコン通信サービスのASAHIネットは、

ダイアルアップIPによるインターネット接

続サービスを開始した。また、従来のパソ

コン通信型のインターネットサービスの一

環として、キャラクタベースでのWWW接

続サービスを開始した。

ダイアルアップIP接続サービスは、

ASAHIネットの会費（入会金3,000円、月

会費1,000円で2時間まで利用、2時間以

上は10円／分）で利用でき、付加料金は

必要ない。また、ASAHIネットの東京アク

セスポイント（28,000bpsまで利用できる）

のほか、全国105箇所のアクセスポイント

を利用できる。そのため、ほかの個人向け

インターネット接続サービスと比べても割

安になっている。

ASAHIネット、ダイアルアップIP接続とキャラクタベースの
WWWブラウザをサポート

WWW接続サービスは、キャラクタベー

スでWWWにアクセスするクライアントサ

ービス。インターネットとのメール交換や

TELNET、FTPなどの従来型のインターネ

ット接続サービスと同様、パソコン通信ソ

フトなどからWWWにアクセスできる。ア

ンカーポイント（ホットスポット）は番号

で示され、番号を選ぶことで、別のページ

へジャンプできる。WWWサーバーから送

られる日本語コードは、自動的に変換され

て表示される。アンカーポイントが画像や

音声を指している場合には、その場でダウ

ンロードのメニューが表示され、パソコン

通信ソフトなどからZMODEMなどでダウ

ンロードできる。なお、このWWWソフト

ウェアは、アトソン独自開発によるもの。
●連絡先：株式会社アトソン ASAHIネ
ット事務局　TEL：03-3666-281

■｜
世界最大の商用プロバイダー米国
PSI社が日本でもサービスを開始
世界最大の商用インターネットサービス

プロバイダーであるPerformance Systems

International（PSI）社の日本法人、PSI

ジャパン株式会社が東京でインターネット

サービスを開始した。

開始したサービスは「InterRamp」。

V.32／V.32bisモデムから14.4K bpsで電話

回線を使いダイアルアップIP接続する。

64K bpsのISDN回線で接続するサービスも

準備中。

P S I ジャパン株式会社が提供する

InterRampパッケージを購入すると、IBM

PC/AT互換機またはMacintosh用の、テ

スト済みのインターネットソフトウェアが入

ってくる。ただし、現在のところソフトウ

ェアは英語版のみ。

providerNewsgroup: news. internet.

のひとつリムネットのラピドシステムズで

は、インターネットをより理解してもらう

ため、初心者向けのセミナーを東京・渋谷

の同社本社で開催している。参加費は1回

につき2時間のセミナーで3,000円だが、セ

ミナーの内容は濃く、パソコン通信とイン

ターネットの違いなどを理解することがで

きそう。95年1月以降のセミナーのスケジ

ュールは次の通り。1月24日、31日、2月

7日、14日、21日、28日といずれも火曜

日を予定している。インターネットに興味

はあっても、今一歩よくわからない、とい

う人にうってつけのセミナーだ。

●問い合わせ先:（株）ラピドシステムズ

インターネットマーケティング事業部　リ

ムネット事務局

TEL：03-5489-5655 FAX03-5489-5640

InterRampパッケージを購入すると

InterRampアカウントも取得したことにな

り、ソフトウェアやカスタマーサービスのほ

かに、電子メールアドレスが割り当てられ

る。また、ダイアルアップ接続のたびにIP

アドレスが割り当てられる。これによって

インターネットにTCP/IP接続できる。

InterRamp初期費用（ソフト付き）：￥24,000

月額サービス量（30時間ぶん使用料込み）：￥9,000

30時間を超えた場合の使用量：￥600／時間

●連絡先：PSIジャパン株式会社　TEL：

03-5478-7537

■｜
リムネットがインターネットの初
心者向けに体感セミナーを開催
商用ネットワークサービスプロバイダー
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付加サービスを排し回線接続のみを安価に提供する
Architech&Arts
さまざまな種類のインターネットサービ

スプロバイダーが次々に登場するこの頃だ

が、また新しい種類のインターネット接続

サービスが登場した。

今回Architech&Arts社が始めたサービ

スは、インターネットへの接続、つまり回

線提供のみにサービスを絞ったものだ。

Architech&Artsでは、同社からインターネ

ットへの国際回線の提供と品質の保証のみ

を行う。接続のためのサポートはいっさい

ない。ルータなどの機材も、ユーザー側と

Architech&Arts側の両方ともユーザーが用

意することになる。そのぶん、インターネ

ット接続サービス自体の価格は安くなる。

UNIXやネットワークの技術を持ち、こ

れからインターネットに専用線でTCP/IP

接続しようという企業などには、最適なサ

ービスといえる。

なお、接続などの技術サポートを希望す

る場合、別サービスとして、ハッピーサイ

ズ有限会社によるサポートも申し込める。

また、SUNワークステーションがすでにあ

る場合、同じくハッピーサイズ社が発売し

ているソフトウェアルータ「モーニングスタ

ー」をワークステーション上で動作させる

と、ハードウェアルータを用意する場合に

比べ、割安になる。

料金は、回線スピードや、アナログ・デ

ジタル別によらず、次のようになっている。

入会金： ￥70,000円

月利用料金：￥100,000円（回線使用料は別）

ただし、近い将来、通信したデータのバ

イト数による従量制の導入を予定。ボリュ

ームディスカウントも予定しているため、再

販売も可能。

たとえば、64K bpsデジタル専用線の場

合、およそ表のようになる。

●問い合わせ先:Architech & Arts

TEL：03-3942-8246

■｜
ステラクラフト、WWWサーバーの
作成と運用代行サービスを開始
株式会社ステラクラフトは、WWWサー

バーを代行するサービス「NetBiz」を開始

した。インターネットにIP接続していない

企業や、WWWサーバーの情報の構築や管

理を自分でできない企業などが、NetBizを

使ってWWWサーバー上で広告や通信販売

などを行える。

サービスには、情報を企業がHTMLの形

で用意する場合と、HTMLの作成も含め

た場合とがある。料金は次のとおり。

●サーバー使用料金

WWWサーバー使用料（データ1Mバイトまで）：￥20,000／月

使用料追加料金： ￥10,000／1M

データの更新（内容のチェック等含む）：￥5,000／1回

活動を行ってきた。すでに2,000件を超え

る加入者を集め、現在でも月15～20％と

いぜん伸び続けている。ラオックスとの代

理店契約は、市場の拡大を睨んでパーソナ

ルユーザーの獲得に乗り出したものだ。ラ

オックスで契約できるサービスは、公衆回

線またはISDNから接続するダイヤルアッ

プIP接続と、UUCP接続の2種類。これで

インターネットを目的にハードやソフトを

ラオックスで購入する際に、ネットワーク

サービスプロバイダーとの契約もできよう

になった。

●問い合わせ先：（株）インターネットイ

ニシアティブ TEL：03-5276-6240

E-mail：info@iij.ad.jp

providerNewsgroup: news. internet.

●ページ作成料金

初期作成料金： ￥100,000

ページ作成料： ￥25,000／ページ

画像作成料： ￥7,500／枚

ページ構成等変更料： ￥50,000

ページ修正料： ￥1,000／行

CGI、クリッカブルマップ、動画などを

利用する場合は別途見積となる。

●連絡先：株式会社ステラクラフト

TEL：06-355-2202

■｜
IIJが家電量販店のラオックス
と代理店契約を締結
ネットワークサービスプロバイダーの大手

IIJが家電量販店のラオックスと代理店契約

を結んだ。これまで法人顧客を対象に営業

専用回線施設設置負担金 

工事費 

Express Router 

TA 

入会金  

 

￥  72,000× 2  ＝ 

￥  20,000× 2  ＝ 

￥268,000×1.5＝ 

￥135,000× 2  ＝ 

￥135,000× 2  ＝ 

 

￥144,000 

￥  40,000 

￥402,000 

￥270,000 

￥  70,000 

 

初期費用 

￥926,000合計 

専用回線使用料（15kmまで） 

DSUのレンタル料金  

Architech&Artsの利用料金 

￥ 1,700× 2 ＝ ￥  42,000 

￥    3,400 

￥100,000

月々の費用 

￥145,400合計 
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productNewsgroup: news. internet.

各種プロバイダーにオンラインサインアップできる機能がついた
Internet Chameleon 4.1が米国で発売

インターネットの基本アプリケーションを1パックにした
INTERNET OFFICE、トランスコスモスから発売

「 Internet Chameleon4.1」は、米国

NetManage社によるTCP/IPソフトウェ

ア。

このパッケージには、「Instant Internet」

がついているのが特徴だ。Instant Internet

は、いろいろなインターネットプロバイダー

にオンラインサインアップし、Chameleon

の設定も自動でやってくれるシステム。

NetMagage自身のほか、IBM、AlterNet、

CERFNet、Portal、InterRampが接続先

として選べる。

Instant Internetを起動すると、図1のよ

うなウィンドウが現れる。ここでプロバイ

ダーを選ぶ。たとえば、NetManageを選

び、Signupボタンを押すと、図2のように

オンラインサインアップのためのダイアログ

が開く。ここで、名前、住所、電話番号、

クレジットカードの情報を入れる。そして、

Sendボタンを押すと、その場でプロバイダ

ーに電話回線のオンラインで情報が送られ、

カード会社に照会がなされ、オンラインサ

インアップが完 了 する。 そして、

Chameleonでもそのプロバイダーに接続す

るための設定がひととおり行われる。まさ

に「インターネットに接続する」というこ

とを1度にやってくれるシステムである。早

く日本でもこのようなサービスができるよ

うになるとうれしい。

また、WWWブラウザの「WebSurfer」

もついた。Mo s a i c の設定ファイル

（MOSAIC.INI）から設定を持ってくる機

能がある。ただし、FORMタグやPROXY

サーバーなどの機能はない。

新しくArchieもついた。Archieはイン

ターネット上のanonymousFTPサーバー上

のファイルを検索するシステムのクライア

ント。このArchieでは、検索したあと、

FTPを起動して検索したファイルを選んで

取ってくる機能もある。

ほかに、115.2K bpsまでのモデムや、

ISDNをサポートするようになった。

個人がインターネットに接続する時代を

先取りした新世代のTCP/IPソフトウェア

である。価格は、＄199

「INTERNET OFFICE」は、TCP/IPソ

フトウェア「AIR for Windows」のうちア

プリケーションとPPPドライバだけをまと

めた製品。WinSock（マイクロソフト社の

規格）またはWLIBSOCK（ノベル社の

LAN WorkPlaceに付属）上で動作する。

アプリケーションとしては、AIR Mosaic、

AIR Gopher、テルネット（TELNET）、

ネットワークファイルマネージャー（FTP）、

電子メール、電子ニュース、UUCode

（uuencode/uudecode）、イメージビュー

（画像ファイル表示）が入っている。

「AIR Mosaic」は、NCSA Mosaicの流

れをくむもの。Windows上のWWWブラ

ウザで日本語化されているのは、富士通の

InfoMosaic、NECのMosaicViewのほか

は、このAIR Mosaicだけ。AIR Mosaicや

AIR Gopherから画像を見るための「イメ

ージビュー」も入っていて、JPEG、BMP、

GIF、TGAを表示できる。

WindowsNTやWindows 95でTCP/IP

が標準サポートされる中、Mosaicをはじ

めとするインターネットアプリケーション

を19,800円で買えるのがうれしい。

価格：19,800円

●問い合わせ先：販売／トランス・コスモ

ス株式会社TEL：03-3584-2958

日本語版開発／株式会社クニリサーチ

インターナショナル

開発／米国SPRY社

図1  Instant Internetの初期画面

図2  Instant Internetのオンラインサインアップ

INTERNET OFFICEのパッケージ
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■ フォーバルクリエーティブが
インターネット用セキュリテ
ィソフトウェア「ファイアウ
ォール-1」の販売を開始

株式会社フォーバルクリエーティブ
は、インターネット上のセキュリティソ
フトウェアである米国CheckPoint社の
「ファイアーウォール-1 バージョン1.5」
の国内販売を開始した。
ファイアーウォール-1は、特許出願中の

パケットフィルタリング技術で強固なセキ
ュリティを構築できる。また、経験者によ
る専門的な知識がなくても、グラフィカル
ユーザーインターフェイスを使って短時間
で作業が終了するパッケージで、すでに発
売されている米国でも注目を集めている。
使用環境はSunワークステーション

（SunOS4.1.3、Solaris1.x/Solaris2.3）、価
格は小規模サイト50ノード限定で79万円
から、ルータ管理まで含むフルオプション
で628万円。
●問い合わせ先：株式会社フォーバルクリ
エーティブ（電話：03-5800-2831、電子メ
ール：info@forval-c.co.jp）まで。

■ ニッポン放送がチャリティ番組でインターネットを利用
ニッポン放送では、1994年12月23日
から24日まで「第20回　目の不自由な
方へ通りゃんせ基金を、ラジオ・チャリ
ティ・ミュージックソン」と題した24
時間チャリティ番組を放送した。この番
組は毎年恒例となっているラジオのチャ
リティ番組だが、今年はインターネット
を利用し、電子メールで聴取者からのメ

ッセージを受け付け、刻々と変化する募
金額をWWWで発表した。また、CU-
SeeMeを使ってスタジオなどの模様を放
送した。
25日正午までのアクセス数は、400件以
上にのぼった。アメリカ、ベルギー、ド
イツ、カナダ、デンマーク、フィンラン
ド、イギリス、中国などの国からもアク
セスがあった。
この番組を企画したニッポン放送編成
局長の対談は154ページにもあるのであ
わせてお読みいただきたい。
なお、WWWのページは、1995年1月

31日までオープンしている。
●http://www.nttls.co.jp/JOLF/musicthon.html

■ オペルのWWWサーバー解説世界のサッカー情報も提供
ヨーロッパ車の有名ブランド、オペルの
情報を提供するWWWサーバーがオープン
した。
オペルの全モデルを動画などで紹介する
オンラインカタログや、会社概要、生産プ
ロセス、過去のプレスリリースも検索でき
る。
車ファン以外でも楽しめる番組としては、
スポーツ誌の協力で提供する「ワールドフ
ットボール（サッカー）インフォメーショ
ン」がある。ここでは、オペル社がスポン
サーとなっているサッカーチーム、ドイツの
バイエルンミュンヘンやイタリアACミラン
に関する情報も提供。さらに、オペルが主
催したデザインコンテストの入賞作品も、
オンラインギャラリーに登録されている。
提供元のオペルジャパンでは、今後はPR
にとどまらず、双方向のマーケティングツ
ールとして活用していきたいとしている。
●http://www.opel.co.jp

■ 日産も4WDラシーンの情報をWWWとパソコン通信で提供
日産自動車は、小型RV車「RASHEEN

（ラシーン）」の新発売に伴い、WWWサー
バーを開設した。
サーバーの名称は羅針盤。日産自動車総

合研究所とソニーが共同開発したもので、
画像や音声を使って新車ラシーンの全容を
紹介していく。
日産自動車では同時にパソコン通信ネッ
トワークのニフティサーブにも「日産ラシ
ーンフォーラム」を開設した。ここでは、
電子会議を使い、ラシーンの使いこなしや
アウドドアについての情報交換、開発者の
インタビューなど、ユーザーとの交流を図
る計画。
●http://www1.sony.co.jp/NISSAN/RASHEEN

ミュージックソンのホームページ

フャイアウォール-1の画面

CU-SeeMeの画面

スタジオ風景（右：泉谷しげる、中央：桑田佳祐）
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■｜
JCTVがジャーナルグラフィック
社とCNNの原稿を国内で配信へ
JCTVは日本でCNNのCS(通信衛星)放
送事業者である。同社では94年11月に
CNNの原稿などをデータベース化している
アメリカ・ジャーナルグラフィック社との
間で日本での独占販売契約を結んだ。その
結果、95年4月からはテレビだけではなく
パソコン通信などの電子メディアにもCNN
の情報が提供されることになった。大手商
用ネットなどへの配信はもちろん、ファク
シミリや郵送による配信もサービスする。
今後はCNNが既に開始しているCNN AT
WORKの日本版の実験も行う予定である。
使用するネットワークはもちろんインター
ネットだ。
●問い合わせ先:（株）日本ケーブルビジ
ョン マルチメディア室　03-5411-5501

■｜
インテルコーポレーション、パ
ーソナル会議システムを強化
ProShaerはWindows上で使用するパー

ソナル会議システム。その機能を大幅に強
化 した機 能 拡 張 版 (ProShaer Video
System2000)がアメリカで発売された。主
な拡張ポイントは、LANでの利用を可能に
したこと。機能拡張版であれば、LANまた
はISDNを経由して、社内や遠隔地とオン
ライン会議ができるわけだ。さらにLANの
みに対 応 した製 品 (ProShaer Video
System150)を用意するなど、顧客の細か
なニーズに応えてくれる。同社では、同製
品のファミリーづくりを積極的に進める予
定だ。●問い合わせ先:インテルジャパン
（株）東京本社03-5210-0670

■｜
Windows3.0対応のインター
ネット構築ツールが発売開始
スワイヤトランステック（株）が発売し
たツールは、米SPRY社製のAIR Series3.0
の日本語版で、先に発売されていた2.0Jの
アップグレード版。このソフトを利用する
ことで、電子メールやFTPといったインタ
ーネットの諸サービスに自在にアクセスで
きる。また、3.0Jでは業界ではじめて日本

語商用モザイクもサポート。WWWサーバ
ーを利用したデータベースへのアクセスも
簡単。よりよい環境で、Windowsからイ
ンターネットにアクセスしたいユーザーには
お勧めしたい製品のひとつだ。価格は
62,800円。ほかにNFSファィルにアクセス
できるタイプも用意されている。
●問い合わせ先:スワイヤトランステック
（株）情報通信機器部03-3230-9333

■｜
価格を抑えたダイヤルアップ
ルータがTELBITから登場
TELBITが製造しているNetBlazerシリ
ーズは、公衆網や専用線とともにISDN(回
線交換)に対応したダイヤルアップルータ。
コンパクトなサイズながら、自動回線接
続／切断機能の装備、カスケード接続が可
能なHUBなどを備えているが特徴。また、
複数のプロトコルに対応しているので、接
続環境に左右されることなく利用できるの
もメリット。国内ではニチメンデータシス
テム（株）が販売を担当する。価格は標準
的なNetBlazer PNが598,000円。ほか3機
種が発売された。
●問い合わせ先:ニチメンデータシステム
（株）営業部ネットワーク営業課 03-3864-
7789

■｜
デジタル携帯電話に対応した
モデムパック
富士通では、NTTドコモに供給している

デジタルムーバF対応のモデムパックを発売
した。この製品を使えば、携帯電話から直
接データ通信をすることができる。従来、
デジタル携帯電話とモデムを接続するため
には専用のアダプターが必要だったが、本
機はアダプターとモデム(2400bps MNP4)
を一体化。ポータビリティを損なうことな
く、屋外などからデータ通信ができる。電
源にはデジタルムーバF用のバッテリーを利
用。RS-232C端子があるので、接続するパ
ソコンの機種を選ばない点も見逃せない。
価格は48,000円。RS-232Cケーブルはオプ
ション。
●問い合わせ先:富士通（株）移動通信販
売推進部03-3216-8015

■｜
ジーサーチ、インターネット
で商用サービスを開始
インターネットを利用して、データベー
スの提供とオンラインショッピングサービ
スをジーサーチが開始した。データベース
では知られたG-Search。インターネット経
由では、新聞、企業、人物情報など主要
100ファィル程度を提供する。なお、利用
にあたってはデータベース使用料が必要だ
が、この課金はG-SearchのIDによって行
う。料金自体は情報出力課金とし、これ
までのサービスと同額。一方、ショッピン
グサービスはインターネットに関連するソ
フトウエアなどを取り扱う。WWWサーバ
ーによって提供されるので、ビジュアルで
商品を確認しながら購入できるが、アクセ
スには入会申し込みが必要だ。支払方法は
クレジットカード、銀行振り込み、口座引
き落としが選択できる。
●入会などの問い合わせ先:（株）ジーサ
ーチ 商品開発部インターネットサービス
課03-5442-4395 FAX03-5442-4391

■｜
モザイクコミュニケーション
ズ社が社名を変更
モザイクを開発した仲間達によって設立
されたモザイクコミュニケーションズ社が、
94年11月、ネットスケープコミュニケーシ
ョンズ社に社名を変更した。今後はモザイ
クにとどまらず、広範な製品の開発販売を
行うための第一歩が社名変更ということだ。
また、同社ではファーストデータ社の
EFS(Electronic Funds Service)部門とイン
ターネット上におけるリアルタイムのカート
認証システム(NetSite)を利用することでも
合意。一部銀行がインターネット上で各種
のトランザクションサービスを提供するこ
とになった。

■｜
NetWareをTCP/IPに統合
するソフトをノベルが発売
NetWare/IP1.1Jは、ネットワーク上の

プロトコルをTCP/IPに統合している環境
で、Net Wareを利用するためのソフトであ
る 。 X Window Systemな ど か ら

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE No.3 163

productNewsgroup: news. internet.

NetWare/IPのサーバーの管理を行う。IP-
IPXゲートウェイによって、IPXを前提にし
たNetWareクライアントからNetWare/IP
やNetWareへユーザーが意識せずにアクセ
スできるといった特徴がある。価格は5ユ
ーザー用で58,000円から、250ユーザー用
630,000円まで6タイプを用意。
●問い合わせ先:ノベル（株）営業部　03-
5481-1161 FAX03-5481-1855

■｜
東芝情報システムがモザイク
関連の事業を開始
ネットスケープコミュニケーションズ社
(モザイクコミュニケーションズから社名変
更)のNetScape(ネットスケープ)を東芝情
報システムが販売することになった。ネッ
トスケープは、イリノイ大学で開発された
モザイクの機能を再設計、リコーディング
した製品で、オリジナルのモザイクよりも
レスポンスが向上したということだ。当面
は既発売のPC-NFSにバンドルする形で市
販されるが、NetScapeサーバーやオーサリ
ングツールなど関連製品の販売も予定して
いる。
●問い合わせ先:東芝情報システム（株）
オープンシステム本部　事業企画推進課
044-246-8420

■｜
シイエスエス、MacWeb英語
版の販売を開始
マッキントッシュ用のWWWクライアン
トソフトウェアMacWeb(英語版)が発売さ
れた。特徴は同種の製品に比べて高速に
HTMLファイルを表示できること、英語版
でありながらShift-JISなら日本語表示がで
きることなどだ。また、英語版ではあるが、
添付マニュアルが日本語化されているのが
うれしい。Macでモザイクを利用している
ユーザーにとって、魅力的なソフトの登場
だ。価格は12,800円。
●問い合わせ先:（有）シイエスエス 03-
3979-8123 FAX03-5383-7518

■｜
Mac用通信ソフトとソフトバ
ンドルのISDNカード

シイエスエスでは、Mac用にファィル転
送機能を装備した日本語通信ソフト
「Active Talk Plus」を発売した。このソフ
トは、商用BBSなどへアクセスする人を対
象に開発された。そのため、ログイン、ロ
グアウトのためのスクリプトやアシスタント
機能が装備されている。また、NIFTY-
Serveに対応したオンラインサインアップも
可能。高速ファィル転送やISDNに対する
対応力も充分。価格は9,800円。
さらに同社では、Mac用ISDNカード

TimeLinerのソフトウェアバンドル版
「TimeLiner Active Pack」と「TimeLiner
Internet Entry Pack」、「Active Talk Plus」
の2 製品の発売を開始した。価格は
TimeLiner Active Packが 74,800円 、
TimeLiner Internet Entry Packが76,800
円、Active Talk Plusがとなっている。な
お、ISDNカード本体(TimeLiner)は68,000
円。
●問い合わせ先:（有）シイエスエス 03-
3979-8123 FAX03-5383-7518

■｜
環境に左右されない電子メー
ルシステム
（株）エアーが発売した電子メールシス
テム「AIR MAIL」は、接続される端末の
OSなどに左右されずに共通の操作を実現
した。DOSやWindowsといったマシンか
ら、UNIX E-mailを活用できるので、コン
ピュータを扱い慣れていない人にも十分に
電子メールの受発信ができる。本システム
の機能拡張も積極的に行われ、94年12月
には簡易電子掲示板やファィルアクセス時
の自動送受信機能、住所録の複数化など
を盛り込んだ。今後はニュースリーダーの
簡易版やAIR MAILのMac対応バージョン
など、さまざまな機能強化と拡張が予定さ
れている。価格はAIR MAIL導入パックが
98,000円、ユーザーライセンスは1ユーザー
ごとに20,000円。
●問い合わせ先:（株）エアー 06-368-
6080 FAX06-368-6018 東京営業部03-3587-
9221 FAX03-3587-9238 
E-mail: shima@airco.co.jp

■｜
インターリーフ文章をWWW
用に変換できるソフト

ドキュメントをWWWに登録するため
には、プログラミング技術が要求される。
サイバーツール(英語版)は、そうしため
んどうな作業を効率的に行い管理するた
めのソフト。テキストとグラフィックを
同時にHTMLとGIF形式に変換したり、
容易にハイパーリンク付けなどができる
といった特徴がある。さらにホームペー
ジ用のサンプルプレートも用意。情報を
提供するユーザーが、見る側にとってよ
り効果的なホームページを作成できる。
そのほか、情報コレクション機能によっ
て、複数のコレクションの作成管理が可
能だ。もちろんモザイクに準拠。UNIX
版を先行発売し、Windows版は95年第1
四半期頃を予定。日本語版の開発は今の
ところ未定である。
●問い合わせ先:インターリーフジャパン
（株）03-5285-2586

■｜
PathWay Accessがバージ
ョンアップ
T C P / I P ソフトとして定評のある
PathWay Access2.1J DOS/Windowsが
2.2Jにバージョンアップされた。バージョン
アップによって強化されたポイントは2つ。
1つはAccessMailの内蔵。POP3への対応
によりメールの着信を自動検出したり、
MIMEでバイナリデータや日本語サブジェ
クトが利用できる。送受信の漢字コートは
JIS、Shift-JIS、EUCをサポート。もう1つ
は、SuperMosaicだ。米国Spyglass社の
「Enhanced NCSA Mosaic for Windows」
を日本語化して搭載している。これにより
WWWサーバーにアクセスして自在に情報
を引き出すことができるようになった。な
お、TCP/IPアクセス機能などは、2.1Jを
基本的に引き継いでいる。
価格は次の通り。PathWay Access2.2J

DOS/Windowsが68,000円(1ユーザー版)
から3,400,000円(100ユーザー版)まで5製
品。PathWay Access2.2J Client NFS 2.0J
Pack DOS/Windowsが88,000円(1ユーザ
ー)から5製品となっている。
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WWWサーバーとMosaicによるユーザーイン

ターフェイスは、簡単な操作で爆発的に受け

入れられたが、すでに次の「Mosaic」を開発

している企業も多いと聞く。米国ニューヨーク

の KNOWLEDGE ADVENTURE WORLD

（KAW）が開発したKAWシステム（仮称）

は、3次元でバーチャルタウンなどを構築でき

るオーサリングツールと、それをインターネッ

トを介して見ることができる3次元ブラウザを

セットにしたシステムで、バーチャルリアリテ

ィ感覚のユーザーインターフェイスを提供して

いる。

特長としては、以下の点が挙げられる。

・3次元の自然な操作環境。

・TCP/IPプロトコルを利用しているのでイン

ターネットを介して、世界じゅうの人と対話

できる。

・複数のユーザーが同時に操作できる。

・エージェントを通して、3D空間で相手と対

話できる。

・3D空間を構築するオーサリングツールが用

意されている。など

利用環境は、IBM PCまたはその互換機、そ

して電話回線があればいい。従来、3次元を

扱う場合は、高速なCPUと高速なネットワー

クが必要といわれてきたが、このKAWシステ

ムでは、たとえば日本とアメリカで、一般の電

話回線を介してオンラインで、なおかつリアル

タイムに操作できる。これは、独自開発の画

像圧縮技術により可能になったとのこと。ま

た、サーバー側のデータはすべてオブジェクト

として記述されており、たとえば「壁を置く」、

「絵を飾る」などスクリプトで物体を配置して

いける。

3次元のリアルタイムゲームとしてはDOOMが

有名だが、実際に操作させてもらった感触で

は、DOOMよりさらに画面品質が高かった。

なお、このKAWシステムは、あのスピルバー

グが主催するスターブライトネットワーク（全

米の病院に入院する身体の不自由な子供たち

を結ぶネットワーク）のナビゲーション環境と

して採用された実績もあり、今後が楽しみな

ソフトウェアである。
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●問い合わせ先:データコントロールリミテ
ッド オープンシステム事業部 03-3359-
7761 FAX03-3359-7762

■｜
島メディアネットワークがサ
ーバーを開設
前NHK会長の島桂次氏が代表を務める

島メディアネットワークが、「日本から見た
世界とアジアの動き」を世界に向けてイン
ターネット経由で発信することになった。
インターネット発信局と名づけられ、高野
孟氏など各界の代表や第一線で活躍するジ
ャーナリストのなど100人のコメンテーター
の発言を掲載していく。運営は企業などの
協賛金でまかない、使用料などを徴収する
ことは考えていないという。なお、インタ
ーネットのほかにもニフティサーブにもプラ
イベートフォーラムをオープンしているの
で、パソコン通信ユーザーにもアクセスで
きるようになっている。
●問い合わせ先：島メディアネットワーク
事務局　03-5561-3677 FAX03-5561-3670
http://www.eccosys.com/SMN/
E-Mail:smn@eccosys.com
ニフティサーブ:GO SMN

■｜
大日本印刷、WWWサーバー
を設置
印刷会社の大手、大日本印刷では
WWWサーバーを市ヶ谷本社に設置した。
WWWサーバーによって提供される内容は、
自社の概要、決算内容、就職情報、ニュ
ースリリースといったもの。さらにICカー
ド、プラズマディスプレイといったキーワー
ドから必要な情報を提供するページも用意
している。今後は、同社の銀座グラフィッ
クギャラリーやデゥオ堂島などで開催され
た企画展の作品をディスプレイで鑑賞でき
るようにするということだ。
●http://www.cis.dnp.co.jp

■｜
富士ソフトウェアがオンライ
ンショッピングを開始
同社が平成4年より展開しているコンピ
ュータ関連の販売事業の一環として、FUJI
SOFTオンラインショップをオープンした。
インターネットを介して接続でき、その構
成は未来のデパートをイメージしたもの。
販売される商品は、あくまでコンピュータ
関連だが、大手のハードやソフトウェアな

どとともにギフト用品や電子文具もライン
アップする予定だ。現在のところインター
ネットのみだが、95年春をめどにパソコン
通信ユーザーも対象にした本格的なオンラ
インサービスを検討している。
●問い合わせ先:富士ソフトウエア（株）商
品企画室0467-43-5071 FAX0467-43-5420

■｜
PHS対応インターネット接続
システムを松下電器が開発
PHSは、デジタルコードレス電話を屋外

で利用できるところから簡易携帯電話とも
呼ばれている。95年7月頃には、複数の通
信事業者が大都市でサービスを開始する予
定の移動体通信網だ。松下電器が開発し
たインターネット接続システムは、その
PHSの無線部分を利用するのが前提の製
品。開発されたシステムは、LANに接続す
るためのPHSコミュニケーションサーバー、
PHS対応のデジタルコードレス電話の親機、
無線通信PCカードなどから構成されてい
る。ネットワークの通信速度が高速なので、
WWWサーバーへのアクセスなども可能だ。
●http://www.mei.co.jp

KAWシステムのデモ。すべてが3次元なので臨場感がある。

この画面はビデオからデジタイズしたもので、本物はもっときれい。

インターネットで利用できる3次元ブラウザ
と、タイトル作成ツールが新開発された

次世代のMosaicか？
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